
マダケ、ハチクは日本の原審
盆 L」i

斗プ 五車

動物や植物の名というものは、我々の祖先が永い永| 白井光太郎博士も、牧野富太郎痔士も、問先生の各種
い問、それぞれ優れた観察眼によって、その生物固有 iの著書で、他の幾多の儲物広ついては渡来年代を明記
の特徴を見抜いて付け、それをまた多勢の力にょっ( したのであるが、マダケ、ハチクについては、渡来品
て、あるいは短縮され、時には語呂をよくするために| と認めながら、渡来年代の見当がつけられなかったの
しばしば転尾して、何か迫り来る輿論のようにして生| である。
れたものである。その問、暴力とか、遠慮とか、そう| しからば、渡来を全然肯定しているかというとそう
した一切を抜きにして、芸術一点張りで知らず知らず lではなく、鴻巣盛広氏の万葉花譜( 昭年 17年創]元社〉
の聞に築きあげてできたもので、単なる理窟や学問の| には、 「目別乙生育した年代が古いもので、外来1漬物
カでは到底おさえされぬある大きいカがある。それで! とみるのは無理ではなかろうか」と結んでいる。
こそ、植物的、動物なりの多くの名が何等苦労なし I fl，tri過去20料、惟ばかりを追って日抑制方
に、大きい愛着を感じながら、いい換えれば、道楽化| を歩いて得た知識を基に、諸学者の研究も併せ、次の
して物の名を覚えることができるのである。だからこ| 諸点から、マダケ、ハテクが日本の古来からの自生説
そ、名を聞いただけで、その生物の主主を心に浮べて感| を主張するものである O

じを楽しむということになるのである。 ! ( 1 )  ハチクの葉の化石と考えられるものが知られて
しかし、ひとたび類似の顕著な特徴を有するものに| いる。すなわち、スエーデンの化右学者故ナトースト

出遇うと、書いた人と読んだ人、いった入と聞いた人 l氏によって長崎県茂木層の洪積期の化石層から出た竹
とが、とてつもない方向転換して逆に本家が分家に翠
われるようなどとがある。ちょうど、現代仮名遣いの
場合に、いった人の心と、聞く人の心の聞に大きい隔
りを起こす場合があるようなものである。
我々の祖先は小竹に対して大きい稗の穴のあるハチ
ク、マダケを古詩で中空の竹の: 立で、カラタケと呼ん
だ。諺に「カラタクを割ったよう」というカラタケ、
すなわち、空虚の実質のない竹の意である。それにも
かかわらず後の人は中国から漢字の輸スにかこつけて

カラタヶ
カラタケを音訳して唐竹だの、漠竹などとしてしま
い、おまけに支那からの渡来品だなどと、とんでもな
いものに結びつけて、涼しそうな顔をして今日に及ん
だ。幸か不幸か中国にも広〈栽培されているから、な
ヰ昔、そう信じたのも無盟からぬことである。
それに植物学者間で有力視したと思えることは、同

類に、ブイリテス パシブソイデスという名を与えた
のである。また、故小泉源一教授も、但馬、信濃など
から化石として出る竹をマダケとしている。その結論
に「現今日本では7 ダク、ハチクの在日きも果して野生
品なるや否や判然せず、支那より渡来したものとして
あるが、既に* 土及び朝鮮の中新世統より化右として
出で、最近は、漢語統よりも出づる如、、元来日本の野
生品たる事は疑の余地なし。」と結んでいる。( 植物
分類地理第11巻 57ページ〉
すなわち、化右学上より設問されたこと。
( 0  マダケ、ハチクともに変、品穫がEI;;訟で平常に
多くでき、それらがまた日木のみに産し、中国には少
ないこと O

かつて、パピロフは栽培植物の発酵地の推定に因子
中心説、すなわち、栽培植物の変異の数が最も豊富で

属の一種であるモワソチクが、「今からわずか220年前 iあること、また他の地方で見られぬ変異もあるなどを
の元文元年に琉球( ? ) より渡来し、とれより必年後| あげたのであるがこの条件は、ハチク、マダケの場
の安永 8年に江戸、品川に栽培された。」ことが歴史| 合、まさしく日本の状態にあてはまるものである。
の上で明瞭に記録されているとと、また、ゴサシチク| 中国人は竹の班スりとか、稗の斑紋、節開発育不
は詳細な慨は不明であるが、今から 250輸の畑| 等、枝垂れなどとうした園芸品をとても闘よく努力
2悶に初めて記録されたのであるから、おそらく渡来( して発見保存する人種であるが、その中国に変り種が
してから 300年とはならないであろうことなどから、 ! なく、日立ににのみ、どしどし出たということは単に日

かけたのである。 ! えられない。中国原産のヲメなども日中の両国に多数
上のモクソクテクの事実から渡来説が生物学者聞の l の品種があるが、これは種子で容易に殖え、その変異

一大思潮となり、渡来植物の権威であった、さすがの( 性を発揮する機会( 因子の組みかえなどによる〉が多
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- とって食器代用として重宝がったものである。マダケ

マタクタグ
とは真情竹の中路であろうし、一名カワタケ、すなわ
ち皮竹と呼ばれたことから推して、竹の皮の重視され
たことから起った名である。同様に、ハチクすなわち
淡竹もνロタケ、またはアワタケと呼ばれたのもマダ

( なってしまう弘ミ t  .， 

ヶ c. タシパハシチク〈丹波班竹〉は京都、兵庫、滋
: 賀の諸県に産するカピによって紋のできるもので、

i クの竹の皮陪比べて黒点がないので名としたものであ主竹であるが他に移すと班がでないで単なるマダケに|
l る。こうした古い名からしても食べるものとしての竹ゐ
よりも、食器としての竹で貴ばれたと見ることができジ
る。

f也の地方に移すと班がでずノ、チクになってしまう。 I 今の学者はマダケは竹材として主であると伶早解す 1

(lV) 日木の島々を巡ぐると、瀬戸内海の小島、例え| 真竹としているが、未開土民の刃物さえない時代の主主 4

t ば淡路の東の、かつて要塞地であった小さい無数の島| 活から生れた名義としては程遠いものとi思オつれ、どう
今にも、マダケ、ハチクがネナナなどの群落中に自生| しても鋲けない解である。 〆司 γ01 f 判、
している。裏目戸支の島にもこうしたものが普遍的に見 I (溜〉 歴史上にもしばしば記録が残っていること、竹
られる。このような交通不便の無数の島々に設かが植| の騎Eは全竹林が一度防椛枯死するので昔から相当
え歩いたものなどと除、どうしても領けない。殊にマ| 関心が高く、したがってE 確に記録されたものが残ラ
ダグト層普遍性に富んでいる o φ ".， I ている。代表的なものを拾ってみると、今から 1145年
( Y )  同震の竹の残存援と考えられるものが、島根県| も前の日本紀路〈弘仁4 年〉に「天下の寓内〈室井去、
比婆山にずっと前からイシヨクテク< : ! J ( 陰陽竹〉と呼ば| ハチク、マダケの総事訴〉ことごとく枯れる」や. 1027 
れて知られていた。また関西、関東にかけて太平洋岸| 年前の扶桑略記に「朱雀天皇の承平元年に呉竹枯死す」
に点々とヒメハチク③という種類が広く分布している
ことが最近明lらかになった。ハチクに似ているがいく
ら手入が能くても稗が肥大しない。花屋で設栽にして
売出すのであるが、他の竹では枝光が太くて見苦しい
が木種はゑ裁にして一番よく竹らしい亥をしている。
両種とも日本の特産種である。弘はこれを残舟種とみ
たい。
〈VD 日戸訟の三大有用竹であるマダケ、ハチク、モワ

① Phyllostaehys tranqui1lans (Koidz) Muroi 
① Phyllostachys h u mi1is  Muroi "'. 

など明らかに記録されている。
(lD 神話を材料とし℃動植物の存在を証拠だてよう
とすることは慎むべきことで仕あるが竹に関する伝説

-' 
‘1、 一 .，也巳ι、、，， 

上のような多数の事項からして、マダケ、ハナクは
日本在来のもの、すなわち、天主主品と断定することが
適当である。 (' 
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